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いました。
　また第二学区の特色ある取組として、「矢本二中」にちなんだ、２の日運
動」もあります。例えば「にこにこ笑顔で２割増しの挨拶」、「掃除の時間以
外に２個以上ゴミを拾う」など、学校やクラスごとに目標を定めて実践して
いるほか、でめこん（デジタルメディアコントロール）の一環で、毎月２、12、
22日に家族で話し合った目標（例・家族みんなで22分間読書をする、家事
を２つ以上手伝うなど）の達成を目指しています。児童生徒の健全育成は
学 校、家 庭、地 域
の協働が何よりも
大切。子どもたち
の自主性を育みな
がら、それを支える
家庭や地域の輪も
広げているのが第
二学区の強みであ
り、特色と言えるで
しょう。

　東松島市の第二学区（矢本第二中学校、大曲小学校、赤井小学校、赤井
南小学校）ではカリキュラムや行事、生徒指導などを小学校と中学校で連携
して行う「小・中連携教育」を展開し、義務教育９年間を見通した切れ目ない
教育につなげています。
　特に力を入れているのが、小学校から中学校への進学時に、学習や生活・
人間関係など環境の急激な変化に対応できない、いわゆる「中１ギャップ」
の解消・緩和です。第二学区では主に小学６年生に対する取り組みを強化し
ています。例えば矢本二中教員が赤井、赤井南、大曲の各小学校に出向き、
６年生向けに授業を行ったり、入学前の３月に３校の児童を混合した模擬ク
ラスを編制して、中学校舎で模擬授業の展開などをしています。
　また矢本二中で生徒主体で行う中総体壮行式に、３校の６年生を招き、空
気感を感じてもらったり、文化祭前の合唱コンクールリハーサル（10月15日
予定）の見学も行っています。
　「一番大切なのは、児童の皆さんに自身の中学校生活をイメージしてもら
うことだと思います」。そう話すのは矢本二中の會

あ い た

田晋
しんいち

一校長。「一生懸命、
学校行事に取り組む先輩たちの勇姿を間近で見せることは児童の憧れや意
欲につながります。小中連携教育の意義はここにあると思います」と語って

▲�中総体壮行式で選手にエールを送る生徒会の応援団と、後方で見学する
児童たち
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